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都市計画区域名：二宮 

新旧対照表（住宅市街地の開発整備の方針） 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

二宮都市計画住宅市街地の開発整備の方針 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 年  月 

 

 

 

 

神 奈 川 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二宮都市計画住宅市街地の開発整備の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月 

 

 

 

 

神 奈 川 県 

 

 



 

2 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

本区域は、神奈川県の西南部に位置し、気候は温暖で、海岸部から丘陵部へ続く変化に富んだ自然を有し

ており、この良好な自然環境との調和に配慮するとともに、子どもから高齢者まですべての人々が快適に生

活できるよう良好な住宅地の開発整備を推進する。 

② 良好な居住環境の確保等に係る目標 

良質な住宅市街地の形成を図るため、自然環境との調和はもとより道路、下水道等の公共施設整備との整

合のとれた住宅及び住宅地の計画的供給を推進する。 

このため、市街地再開発事業等の面的整備事業、地区計画等の積極的な活用に努める。 

 
(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

① 市街地における住宅建設の方針 

多様な世代の定住促進が可能となるよう、地域の特性に応じた住宅地を整備し、それぞれのライフスタイ

ル、ライフステージに対応した良好な居住環境の形成を図るとともに、居住者の高齢化が進み空き家の増加

が懸念される低層住宅地については、防災、衛生面等での空き家対策とともに多様な世代の定住を促進する

ための空き家活用について方策を検討する。 

これ以外の地区に位置する住宅地についても、地区内道路の整備改善を図りつつ、基本的には土地の低密

度利用を図るものとする。 

② 既成住宅市街地の更新、整備及び新住宅市街地の開発 

既成市街地の更新、整備については、住環境が悪化しないように、過度な敷地の細分化、住宅の密集化を

防止するとともに、生活道路等の部分的な整備、建物の個別の改善等により、良好な住宅地形成を図る。 

新住宅市街地の開発は、都市基盤、建築物ともに良好な状態の住宅地が形成されている区域にあっては、

敷地の細分化、非住宅用途の無秩序な混在等を規制し、計画的に良好な住宅地形成を図る。 

市街地において特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用として、二宮駅周辺及び中里地区につい

ては、商業・業務機能の集積と、駅前広場等の都市基盤施設の整備を推進し、周辺の住環境に配慮しながら

都市の中心拠点にふさわしい土地利用の増進を図る。 

③ 適切な土地利用の実現、良好な居住環境の整備改善、維持保全 

ア  中心市街地周辺の住宅地 

二宮駅周辺の住宅地については、利便性が高く、商業・業務、行政サービス、文化・生涯学習等の

生活を支える都市機能に隣接する環境を活かし、市街地の更新を誘導しながら、多様な世代が歩いて

快適に暮らすことができる居住環境の形成を図る。 

イ  海辺の住宅地 

国道１号以南の住宅地については、海岸沿いの松林の保全を図るとともに、適切な建築物の立地誘

導により、緑と海が眺望できる低中層住宅を主体とした良好な居住環境の維持・形成を図るとともに、

安全で安心できる居住環境の形成を目指し、生活道路の改良や公園等のオープン スペースの整備に

より、計画的な避難路や避難地を確保する。 

ウ 丘の住宅地  

土地区画整理事業等により整備された、比較的新しい低層住宅地については、地区内の未利用地に

対する過度な敷地の細分化を防止することで、ゆとりある良好な居住環境の維持を図る。 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

本区域は、神奈川県の西南部に位置し、気候は温暖で、海岸部から丘陵部へ続く変化に富んだ自然を有し

ており、この良好な自然環境との調和に配慮するとともに、子どもから高齢者まですべての人々が快適に生

活できるよう良好な住宅地の開発整備を推進する。 

② 良好な居住環境の確保等に係る目標 

良質な住宅市街地の形成を図るため、自然環境との調和はもとより道路、下水道等の公共施設整備との整

合のとれた住宅及び住宅地の計画的供給を推進する。 

このため、市街地再開発事業等の面的整備事業、地区計画等の積極的な活用に努める。 

 
(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

① 住宅市街地の適切な配置及び密度の確保 

ＪＲ東日本東海道本線と西湘バイパスにはさまれた二宮駅周辺部を除く地区及び百合が丘地区、富士見が

丘地区等については、低層住宅を主体とした住宅地が形成されており、良好な低密度の住宅地として居住環

境の維持に努めるものとする。 

 

これ以外の地区に位置する住宅地についても、地区内道路の整備改善を図りつつ、基本的には土地の低密

度利用を図るものとする。 

② 既成住宅市街地の更新、整備及び新住宅市街地の開発 

ア 低・未利用地等を活用した住宅市街地 

既成市街地の低・未利用地で住宅地としての利用に適するもの及び新市街地については、計画的な人口

の配置を図るため、開発許可制度等の適切な運用により、良好な市街地を形成するとともに、地区計画等

により適切な土地利用を誘導し、良好な住環境の形成を図る。 

イ 既存住宅地内の建て替えによる住宅供給の促進 

二宮地区、山西地区等の既成市街地には、老朽化した狭小住宅が数多く存在している。これらの地区で

は、居住水準・住環境水準の向上に配慮した計画的な建て替えの促進により土地の有効利用を図り細街路

等の生活基盤の整った住宅市街地の形成に努める。 

 

③ 良好な居住環境の整備改善 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、市街地開発事業等により道路、下水道、公園、緑地等生活基

盤整備を推進するとともに、地区計画等を有効に活用するなど総合的、計画的に住環境の改善・保全を図る。 
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エ その他市街地の住宅地  

幹線道路沿道の住宅地については、良好な居住環境の維持を前提としつつ、徒歩圏における生活利

便性の向上を図る。また、農地や樹林地等の都市的低未利用地が介在する住宅地については、地区計

画の導入等による市街地環境の創出、改善により、地域の特性にふさわしい環境形成を図る。 

④ 居住環境の改善又は維持 

住宅地のうち、道路等の都市基盤整備が未整備のまま住宅が集積している既成市街地等については、安

全性と利便性の確保に必要な生活道路等の整備を推進する。 

 
 

 


